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1. 令和元年10月期第2四半期の業績（平成30年11月1日～平成31年4月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

元年10月期第2四半期 21,048 5.2 2,695 23.3 2,754 23.7 1,881 25.4

30年10月期第2四半期 19,998 8.1 2,186 35.6 2,227 32.2 1,500 30.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

元年10月期第2四半期 184.30 183.99

30年10月期第2四半期 147.02 146.87

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

元年10月期第2四半期 24,685 15,273 61.7 1,491.80

30年10月期 23,698 13,733 57.8 1,342.50

（参考）自己資本 元年10月期第2四半期 15,229百万円 30年10月期 13,705百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年10月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00

元年10月期 ― 0.00

元年10月期（予想） ― 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和元年10月期の業績予想（平成30年11月 1日～令和元年10月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,500 2.1 2,835 1.2 2,950 3.0 2,000 0.9 195.91

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 元年10月期2Q 10,485,000 株 30年10月期 10,485,000 株

② 期末自己株式数 元年10月期2Q 276,383 株 30年10月期 276,361 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 元年10月期2Q 10,208,637 株 30年10月期2Q 10,208,689 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間（平成30年11月１日～平成31年４月30日）における我が国の経済は、政府の経済政策や日

銀の金融緩和政策の継続に伴い、雇用環境や所得環境、企業収益の改善が続き、景気は緩やかな回復基調にあるも

のの、海外においては、深刻化する米中間の貿易摩擦問題や英国のＥＵ離脱問題等、依然として先行き不透明な状

況が続いております。

このような状況のもと、当社におきましては、北海道や一部地域を除き全国的に平年と比べ降雪は少なかったで

すが、前年の大雪の影響もあり、第２四半期までの冬季・春季商戦の売上は順調に推移し、前年を若干上回る業績

を達成することができました。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は21,048百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は2,695百万円（前

年同期比23.3％増）、経常利益は2,754百万円（前年同期比23.7％増）、四半期純利益は1,881百万円（前年同期比

25.4％増）となりました。

品種別売上高の状況は、タイヤ・ホイールは18,287百万円（前年同期比3.4％増）、用品は1,136百万円（前年同

期比58.2％増）、作業料は1,624百万円（前年同期比1.6％増）となりました。また、販路別売上高の状況は、店舗

売上高は14,108百万円（前年同期比7.8％増）、本部売上高は6,939百万円（前年同期比0.5％増）となっておりま

す。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における資産は24,685百万円（前事業年度末比986百万円の増加）となりました。主な変

動要因は、現金及び預金1,780百万円の増加、売掛金398百万円の減少、商品196百万円の減少及び有形固定資産279

百万円の減少などによるものであります。

また、負債は9,411百万円（前事業年度末比553百万円の減少）となりました。主な変動要因は、買掛金503百万円

の減少、前受金150百万円の減少、未払法人税等357百万円の増加、その他103百万円の減少及び長期借入金163百万

円の減少などによるものであります。

なお、純資産は15,273百万円（前事業年度末比1,540百万円の増加）となりました。主な変動要因は、利益剰余金

1,524百万円の増加などによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）という。）は4,419百万円（前事業年度末

比1,779百万円増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は2,417百万円となりました。（前年同期は3,607百万円の獲得）

これは主に、税引前四半期純利益2,754百万円、減価償却費390百万円、売上債権の減少額247百万円、たな卸資産

の減少額196百万円、仕入債務の減少額591百万円及び法人税等の支払額546百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は107百万円となりました。（前年同期は31百万円の使用）

これは主に、有形固定資産の取得による支出53百万円、無形固定資産の取得による支出17百万円及び建設協力金

の支払による支出50百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は530百万円となりました。（前年同期は928百万円の使用）

これは主に、長期借入金の返済による支出163百万円及び配当金の支払額358百万円などによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の業績見通しにつきましては、当第２四半期会計期間において、将来予測について合理的に把握することが

困難なため、現段階においては、平成30年12月14日に公表しました「平成30年10月期決算短信〔日本基準〕(非連

結)」の業績予想を据え置くことといたしました。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成31年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,642,280 4,422,468

売掛金 2,398,805 2,000,666

商品 6,057,155 5,860,304

未収入金 950,775 1,039,330

その他 200,576 186,612

貸倒引当金 △2,385 △2,385

流動資産合計 12,247,208 13,506,996

固定資産

有形固定資産

建物 6,132,365 6,332,528

減価償却累計額 △1,273,530 △1,386,146

建物（純額） 4,858,834 4,946,381

土地 2,494,998 2,494,998

その他 5,730,080 5,543,351

減価償却累計額 △3,141,354 △3,321,876

その他（純額） 2,588,726 2,221,474

有形固定資産合計 9,942,559 9,662,854

無形固定資産 307,261 272,517

投資その他の資産 1,201,686 1,243,283

固定資産合計 11,451,507 11,178,655

資産合計 23,698,716 24,685,652
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(単位：千円)

前事業年度
(平成30年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成31年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,303,879 2,800,741

1年内返済予定の長期借入金 326,666 326,666

未払法人税等 588,166 945,302

賞与引当金 71,130 72,510

前受金 438,887 288,514

その他 801,017 697,569

流動負債合計 5,529,748 5,131,305

固定負債

長期借入金 3,593,333 3,430,000

退職給付引当金 212,852 223,003

資産除去債務 190,919 198,132

その他 438,499 429,304

固定負債合計 4,435,604 4,280,440

負債合計 9,965,352 9,411,745

純資産の部

株主資本

資本金 1,236,515 1,236,515

資本剰余金 1,273,115 1,273,115

利益剰余金 11,228,270 12,752,456

自己株式 △32,849 △32,900

株主資本合計 13,705,051 15,229,186

新株予約権 28,311 44,720

純資産合計 13,733,363 15,273,907

負債純資産合計 23,698,716 24,685,652
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年11月１日
　至 平成30年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年11月１日
　至 平成31年４月30日)

売上高 19,998,616 21,048,397

売上原価 13,958,031 14,321,058

売上総利益 6,040,584 6,727,339

販売費及び一般管理費 3,854,279 4,031,959

営業利益 2,186,304 2,695,379

営業外収益

受取利息 2,355 2,159

不動産賃貸料 16,920 16,920

協賛金収入 ― 19,123

為替差益 2,329 9,783

その他 31,637 30,709

営業外収益合計 53,242 78,696

営業外費用

支払利息 2,076 1,843

不動産賃貸費用 9,323 9,336

その他 995 8,855

営業外費用合計 12,396 20,036

経常利益 2,227,151 2,754,040

特別利益

固定資産売却益 1,174 1,708

特別利益合計 1,174 1,708

特別損失

固定資産売却損 ― 911

特別損失合計 ― 911

税引前四半期純利益 2,228,325 2,754,837

法人税等 727,434 873,348

四半期純利益 1,500,890 1,881,488
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年11月１日
　至 平成30年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年11月１日
　至 平成31年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,228,325 2,754,837

減価償却費 408,716 390,150

株式報酬費用 14,675 16,408

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,390 1,380

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,815 10,151

受取利息及び受取配当金 △2,355 △2,159

支払利息 2,076 1,843

固定資産売却損益（△は益） △1,174 △797

売上債権の増減額（△は増加） 45,840 247,765

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,098,763 196,851

仕入債務の増減額（△は減少） △95,651 △591,931

未払消費税等の増減額（△は減少） 306,504 △60,279

その他 2,994 △714

小計 4,018,921 2,963,505

利息及び配当金の受取額 2,355 2,159

利息の支払額 △1,996 △1,843

法人税等の支払額 △411,689 △546,362

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,607,589 2,417,459

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金等の純増減額（△は増加） △1,624 2,947

有形固定資産の取得による支出 △24,265 △53,790

有形固定資産の売却による収入 2,018 4,425

無形固定資産の取得による支出 △23,136 △17,151

建設協力金の支払による支出 ― △50,000

敷金の差入による支出 ― △5,000

その他 15,169 11,369

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,838 △107,198

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000 ―

長期借入金の返済による支出 △163,333 △163,333

リース債務の返済による支出 △8,747 △8,697

配当金の支払額 △356,714 △358,383

その他 △69 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー △928,864 △530,465

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,646,886 1,779,795

現金及び現金同等物の期首残高 486,910 2,639,433

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,133,796 4,419,229
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の算出方法

税金費用については、当事業年度の予想税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等

調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（修正再表示）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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３．その他

販売の状況

（品種別売上高）

品種

前第２四半期累計期間
(自 平成29年11月１日
至 平成30年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年11月１日
至 平成31年４月30日)

売上実績(千円) 構成比(％) 売上実績(千円) 構成比(％)

タイヤ・ホイール 17,681,928 88.4 18,287,048 86.9

用品 718,284 3.6 1,136,615 5.4

作業料 1,598,403 8.0 1,624,734 7.7

合計 19,998,616 100.0 21,048,397 100.0

（販路別売上高）

形態

前第２四半期累計期間
(自 平成29年11月１日
至 平成30年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年11月１日
至 平成31年４月30日)

売上実績(千円) 構成比(％) 売上実績(千円) 構成比(％)

店舗売上 13,090,352 65.5 14,108,794 67.0

本部売上 6,908,264 34.5 6,939,602 33.0

合計 19,998,616 100.0 21,048,397 100.0
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